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要　旨
本実習は、それまでに学んできた理論や方法論を児童・生徒の実態に応じて具体化し、実際の指導を通して捉
え直すという意味において重要である。しかし、教育実習生の多くは、「教育実習不安」を抱えている。本研究
では、教育実習生が、本実習の期間中、どのような理由で不安を感じたり、どのようなことがその不安を解消し
たりすることにつながっているのかを運勢ライン法とアンケートによって調査した。
その結果、本実習が始まった頃に、子どもへの関わり方を理由とする不安をもつが、それはすぐに解消される
傾向にあること、学習指導への見通しがもてなかったり、学習指導案の作成等の教材研究が十分にできなかった
りすることが強い不安感をもつ原因であることが明らかとなった。
このことから、実習校では、教育実習生が行う空授業を充実させ、学習指導への見通しを明確にもてるように
すること、学部では、多くの模擬授業を経験することや学習指導案の書き方について学ぶことが大切であると考
えられる。
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想ができない、子どもとの関わりがうまくもてないと
いった不安感や強い緊張感をもつことも少なくない。
そこで、本研究では、５週間に及ぶ本実習期間中、
教育実習生がどんなことで不安感を強めたり、何をき
っかけにその不安感が取り除かれ、自らの自信につな
げたりしているのかを調査し、教育実習生がもつ「教
育実習不安」の実態と、その不安を解消するための実
習指導のあり方について検証することとした。
Ⅱ．研究の方法
１．運勢ライン法
運勢ライン（Fortune Lines）法は、ラッシュらが
文学鑑賞教育のために開発した、小説や伝記などの物
語を詳細に理解させるための方法である。運勢ライン
法は、出来事を思い出させたり、出来事全体を見渡し
たり、出来事の関連を見付けたりすることができると
考えられており７）、物語の読み取り以外にも、理科実
験の結果に対するコミットメントを表現するツールと
して活用されている８）９）。
また、久保田英慈ら10）は、新任保育者の満足度の変
容について、就職直後から半年間にわたり、運勢ライ
ン法を用いて考察している。
本研究では、調査対象となる教育実習生に、「実習
全般に対する不安」に関する運勢ラインと、ライン変
化の理由を毎日記述させた。
２．本実習終了時における教育実習生の感想
実習終了時に、「実習を終えて」として、次の２項
目について自由記述させた。
①「本実習で一番不安に感じたこと」
②「本実習前にしておけばよかったと思うこと」
その際、教育実習生が記述したことについて、指導
教員が対話により記述内容を具体化したり、類型化し
たりした。
３．調査対象
特定の学年に配属された教育実習生16名（男子学生
８名、女子学生８名）を研究調査の対象とした。学生
の大学での専攻教科は様々である。
調査期間は、平成22年９月19日の本実習初日から、
10月８日の本実習終了日まで、休日も含めた33日間と
した。
Ⅰ．問題の所在と研究目的
教育学部の学生の多くは、教員になることを志望し
ている。そして、学生はその実現のため、教育に関わ
る講義や演習を大学で受け、教育の理論や方法論を学
んでいく。教育実習の中でも、特に本実習は、それま
でに学んできた理論や方法論を児童・生徒の実態に応
じて具体化し、実際の指導を通して捉え直すという意
味において重要である。また、教育実習は、教員をめ
ざす学生にとって、大学で身に付けてきた知識や技能
を現場へ適応させる能力を育成し、教員としての資質
や能力、適性についての自覚を促すことが目的である
という指摘もある１）。
教育実習は、教員免許状を取得するための必修要件
であり、実際に学校において、学習指導や生徒指導に
あたり、よりよい授業の進め方や、子ども一人一人へ
の対応の仕方、遊びや生活の実態把握のための活動等、
様々な体験を積むことになる。これは、それまで教え
てもらう経験しかもたない学生が、教師として、初め
て教える立場になるという体験でもある。したがって
教育実習前、あるいは教育実習中に、学生は大きな期
待感をもつとともに、多くの不安感や強い緊張感を抱
くと考えられる。
学生の教育実習に対する不安は、「教育実習不安」
と呼ばれている。「教育実習不安」については、その
有無が教育実習への適応に影響を及ぼすこと２）、教育
実習後にはその不安は解消されること３）など、これま
でにも多くの研究がなされている。
中でも、長谷川順一ら４）５）６）は、「教育実習不安」
の様相をより明らかにすることを目的に、教育実習全
般、指導案作成、授業の実施等に関わる設問を作成し、
教育実習前、実習直前、実習中、実習後の４回にわた
る調査によって、教育実習不安の推移を継続して検討
している。そして、１、２年次にも教育実習に該当す
る機会を設けることや、教育実習に関連する学部の授
業を系統的に整備することなどを提案している。
本校では、毎年９月から10月にかけて、教育学部の
学生100名程が５週間の本実習を行っている。本実習
では、４時間の学習指導、45時間以上の学習参観、給
食や清掃指導、休み時間や放課後の活動などを行う。
この本実習で、教育実習生は貴重な体験を積み、教師
への志を確かなものにしていくが、一方で、授業の構
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もたちと仲良くなり、学級の一員になりつつあると感
じた。」と記述している。また、図３に示した教育実
習生は、「子どもたちとふれ合うことによりモチベー
ションが高まった。」と記述している。
他の多くの教育実習生も、「子どもの名前が覚えら
れた」「子どもがかわいい」、「子どもとうち解け合え
た」、「子どもが話しかけてくれる」等の記述があった。
これらのことから、配属された学級の子どもとの関わ
りがうまくもてたことや、実際に子どもと一緒に活動
できたことにより、不安感が弱まることが分かった。
②本実習中の特徴
本実習が始まって、２、３日経過すると、学習指導
に向けた教材研究や教材作り、空授業などが始まる。
空授業とは、教育実習生が学習指導案に示した学習指
導を、実際に教室等で模擬的に行う授業のことであ
る。
調査結果を見ると、教育実習生によって、本実習の
どの時期にどんな理由で不安感が高まるのかは異なる
ことが分かった。本実習期間中に、教育実習生が記述
した運勢ラインが不安に傾いた理由を表１に示す。
教育実習生がもつ不安の理由として、１番多かった
のは、学習指導を行う前日、または前々日に行う空授
業がうまくいかず、学習指導への見通しがもてなかっ
たことによるものである。図４は、教育実習生が国語
の学習指導を行う前に取り組んだ２回目の空授業につ
いて記述したものである。空授業がうまくいかなかっ
たことで不安感が高まっていることが分かる。
Ⅲ．研究の結果
１．運勢ラインの変化の特徴
教育実習生が本実習期間中に記述した、「実習全般
に対する不安」に関する運勢ラインと、ライン変化の
理由を記述したものを図１に示す。
この図から、教育実習生が、本実習期間中、どんな
ことに不安をもち、また、その不安がどんなことで弱
まったり、解消されたりしたのか、その理由を捉える
ことができた。
①本実習開始直後の特徴
本実習開始直後には、多くの教育実習生に共通した
傾向が見られた。それは、本実習開始前、あるいは本
実習初日に感じた不安が、実習２、３日目に弱まると
いう傾向である。図２に示した教育実習生は、「子ど
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図１ 運勢ラインとその変化に関わる理由
図２ 本実習開始後の運勢ラインと理由（１）
図３ 本実習開始後の運勢ラインと理由（２）
学習指導そのものがうまくいかず、次の学習指導へ
の不安を抱えたり（図７）、同じ学級に配属された教
育実習生の取り組みと比較して、不安感を高めたり
（図８）する様子もうかがえた。
一方で、子どもとの関わりや生徒指導上の失敗に関
わることで不安感を高めた教育実習生もいた。図９は、
子どもがけんかをした際の指導について、指導の仕方
がよかったのかどうか不安に感じていることが分か
る。
表２に、教育実習生が、実習期間中、不安感が弱ま
った理由を示す。
教育実習生は、指導案や教材の作成、教材研究など、
学習指導の準備ができたことで、不安感を弱めている。
図10からは、学習指導の準備として行った教材研究が
うまくいったことにより、不安感が弱まったことが分
かる。
また、指導案の作成が遅れていたり、授業で使う教
材そのものが完成していなかったりしたことも大きな
理由となっている。図５は、これから学習指導を行う
算数の授業の展開が定まらない教育実習生の記述であ
る。
さらに、学習指導の準備ができたにもかかわらず、
思い通りに授業ができるか、子どもは予想通りに反応
してくれるのかといった不安をもつ教育実習生も多
い。図６は、授業に向けて、準備が終わったと思われ
る教育実習生が、授業前日になり、準備が整っている
ものの不安感を高めている様子が読み取れる。
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不安になる要因 出現回数
1 ・ 空授業がうまくいかず、学習指導へ　の見通しがもてないことへの不安 35
2 ・ 学習指導で、うまくできるか、児童　の反応が予測どおりかの不安 30
3
・ 授業の展開がつくれない、指導案が　
書けない、教材が作れない、教材が　
完成しないことへの不安
23
4 ・ 学習指導が思い通りにできなかった　ことから次の授業への不安 22
5 ・ 研究授業研究会参加への不安（意見が言えない、役割が果たせない） 12
6 ・ 児童への生徒指導がうまくいかない　ことへの不安 9
7
・ 他の教育実習生の授業が成功したこ　
とによる自分へのプレッシャーによ　
る不安
7
8
・ 体調不良・睡眠時間が確保できない　
ことで、実習が続けられるかの不安 5
・ 他の教生とうまく関わりがもてない　
ことへの不安 5
10
・遅刻したことへの不安 2
・その他（自分の力不足の自覚，等） 4
表１ 運勢ラインの変化に関わる理由（１）
図４ 空授業に関わる不安感の高まり
図７ 学習指導の結果による不安感の高まり
図８ 他の実習生との比較による不安感の高まり
図９ 子どもとの関わりによる不安感の高まり
図５ 授業の展開に関わる不安感の高まり
図６ 学習指導前日の不安感の高まり
子どもとの関わりで見ると、うまく関われた時や、
生徒指導がうまくいった時に不安感が弱まっているこ
とが分かった。図14は、子どもたちからの言葉によっ
て不安感が弱まり、これからも頑張っていきたいとい
う教育実習生の記述である。
注目すべきは、運動会や社会科の現場学習が実施さ
れた日の不安感の弱まりである。図15は、運動会前日
から当日にかけて、不安感が弱まっている理由が記述
されている。
２．本実習終了時の感想
５週間におよぶ本実習の最終日に、「本実習で一番
不安に感じたこと」と、「本実習前にしておけばよか
ったと思うこと」を調査用紙に記入させた。教育実習
生が記述した一番不安に感じたことの一例を図16に、
本実習前にしておけばよかったと思ったことの一例を
図17に示す。
また、図11に示したように、空授業によって、学習
指導への見通しが明確になったり、学習指導への自信
がもてたりしたことが不安感を弱める理由にもなって
いる。
学習指導を終えたことに対して、教育実習生は、自
分の考えた通りに行えたこと、決して思い通りには行
かなかったものの、精一杯学習指導ができたこと（図
12）や、学習指導に対して指導教員から認められたり、
賞賛されたりしたこと（図13）も、不安感を弱める理
由となっている。
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不安が弱まった 要因 出現回数
1 ・ 準備が完了した（指導案・教材・教材研究） 24
2 ・ 子どもとの関わりがうまくいった子どものペースがつかめた 21
3 ・とりあえず授業ができた 18
4 ・休養がとれた 15
5 ・空授業で見通しがもてた 14
6 ・本実習が終了したこと 13
7 ・行事への参加（運動会） 12
8 ・ 授業が思い通りにできた。うまくできた 8
9
・ 子どもへの生徒指導が思うようにで
きた 5
・現場学習の準備・参加 5
・ その他（指導教員からの賞賛、友達
の授業がうまくいった、自分の課題
が明確になった、友達の授業から学
べた、等）
10
表２ 運勢ラインの変化に関わる理由（２）
図10 教材研究の充実による不安感の弱まり
図12 学習指導を終えたことによる不安感の弱まり
図13 指導教員からの評価による不安感の弱まり
図14 子どもとの関わりによる不安感の弱まり
図15 学校行事による不安感の弱まり図11 空授業による不安感の弱まり
のがうまくできなかったときに、次の授業をすること
への不安が高まる傾向がある。その他、実習全般を通
して、子どもたちへの生活指導が適切であるのかや、
自分自身の健康への不安等に関わる記述も見られた。
また、教育実習生が、本実習前にしておけばよかっ
たと思うことについて、まとめたものを表４に示す。
この結果、自分の専攻教科以外の授業について、学
習指導の方法や教材研究を本実習前に学んでおくべき
であったと記述した実習生が多いことが分かる。また、
学習指導案については、学習指導案をつくる時間が確
保できないのではなく、書き方そのものがよく分から
ず、実習中に苦労したことからの記述が多かった。
Ⅳ．考察
１．教育実習生がもつ不安理由の変化
本研究で行った調査では、本実習開始直後に、子ど
もたちと関われたことによって、本実習での不安が弱
まっている傾向が見られた。これは、実習当初、「子
どもたちとうまく関われるか」、「子どもたちに受け入
れてもらえるか」等の不安をもっていた教育実習生が
多かったためと考えられる。実習最終日に教育実習生
が記述した「教育実習で一番不安に感じたこと」の欄
にも、「実習前はうまく子どもたちと関われるか不安
だったが、実習が始まると授業がうまくできるかどう
かが一番不安だった。」という記述があった。また、
実習全般にわたっては、授業づくりに関わる不安が多
く、子どもとの関わりについての不安が少なかったこ
とからも、教育実習生は本実習の最初の段階で、子ど
もとの関係をある程度築けていることがうかがえ、本
図16に示した教育実習生は、「授業イメージがもて
ない時」に一番の不安を感じたことを記述している。
また、図17に示した教育実習生は、授業づくりの大変
さを実感し、教材研究や指導案作成、授業づくりにつ
いて準備しておくことを記述している。
教育実習生が、本実習期間中に一番不安に感じたこ
とについて、まとめたものを表３に示す。
この結果から、本実習中、指導する授業の見通しを
もてないことに対して、一番不安を抱えていた教育実
習生が多かったことが分かる。また、学習指導そのも
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図16 本実習で一番不安に感じたことの一例
図17 本実習前にしておけばよかったと思うことの一例
内　　　　容 人数
○学習指導の見通しがもてなかったとき
　・授業の構想ができなかったとき・・・・・３
　・空授業がうまくできなかったとき・・・・３
　・空授業の準備ができなかったとき・・・・２
　・授業で使う教材ができなかったとき・・・２
10
○考えた通りの授業ができるか考えたとき
　・子どもが予想通りに反応してくれるか・・１
　・予定通りの授業ができるか・・・・・・・１
2
○授業がうまくできなかったとき 3
○生活指導、生徒指導が正しいか考えたとき 2
○研究授業の指導案が読み取れなかったとき 1
○ 自分が子どものためになっているのか考えたと
き 1
○徹夜明けの日の活動がきちんとできるか 1
※ 16名中、４名は複数回答
表３ 本実習で一番不安に感じたこと
内　　　　容 人数
○専攻教科以外の教科も含めた学習の指導方法 7
○各教科の教材研究 6
○指導案の書き方 6
○子どもと関われる機会 2
○体力づくり        2
○本実習に臨む心構え 2
○自身の生活習慣，規則正しい生活　　　 2
○実際の授業を見る機会 1
※複数回答
表４ 本実習前にしておけばよかったと思うこと
と、これからの指導においては、学習指導前の空授業
を一層充実させていくことが重要であると考えられ
る。
４．学部における指導の充実
①模擬授業の充実
本実習期間という限られた時間の中で、教育実習生
の空授業を大切にして指導をしていくとき、学部での
模擬授業経験が必要となる。教育実習生の専門教科の
枠を超えた、様々な教科等の模擬授業を経験すること
で、学習指導のイメージをもてたり、必要な教材研究
を行ったりできるようになるものと考えられる。
②学習指導案の作成指導
本実習では、教育実習生が構想した授業を学習指導
案として表し、その指導案に沿って実際の学習指導を
展開する。指導教員は、教育実習生が作成した学習指
導案を基に展開の仕方や指導方法を助言したり、修正
させたりする。学習指導案には子どもの実態や教材の
価値などを記述するため、学級の子どもの実態や空授
業の結果による授業構想の変更などから、本実習中に
書き直しをすることも少なくない。
本研究における調査で、本実習前に、学習指導案の
書き方そのものについて学んでおくべきと記述してい
る教育実習生が多いことが分かった。本実習中は、多
岐にわたる指導内容があることや、前述した空授業の
充実などを考慮すると、指導案の書き方までを指導す
る時間を十分に確保できない実情がある。また、学習
指導案が書けない状態では、指導教員に授業構想を伝
えることができず、空授業も構想できないことが多い
ため、本実習前に十分な指導を受ける必要があると考
える。
Ⅴ．まとめ
本研究では、「教育実習不安」の原因を、本実習中
の教育実習生への調査を通して明らかにした。今後も、
教育実習生の不安をできる限り取り除き、充実した本
実習が行えるように研究を進めていくことが必要であ
る。
実習を通して、不安の主たる理由が「子どもへの関わ
り」から「授業づくり」に変容していったのではない
かと考えられる。
２．学校行事や校外学習の価値
本実習中、調査対象とした教育実習生が配属された
学年では、学校行事である運動会と、社会科の現場学
習（校外学習）を実施した。学年の子どもたちと長時
間ふれ合うことのできるこれらの活動によって、子ど
もの頑張る姿や学習に取り組む姿に接し、より多くの
会話ができたことにより、教育実習生の不安が弱まる
傾向が見られた。本実習では、教科指導や児童理解を
強く意識して指導することが多いが、本実習中に学校
行事や校外学習を位置付けることは、幅広く学校とい
うものを知る上で貴重であるとともに、教育実習生の
不安を弱めるという意味でも価値あるものであると考
えられる。
３．実習校による指導の充実
本研究で行った調査では、学習指導前に行う空授業
の失敗が、不安感を大きく高める理由であることが分
かった。また、空授業によって、学習指導そのものへ
の見通しがもてるようになり、不安感を弱めることに
つながっていることも明らかとなった。本実習中、指
導教員による学習指導に関わる指導では、学習指導案
指導、教材研究、空授業、指導後の授業研究会等があ
る。
教育実習生は、学習指導案に示した授業構想を、空
授業を行うことによって、整理したり、確かめたりし
ながら、見通しをより明確なものにしていく。ここで、
学習指導を行うことへの見通しがもてるか否かによっ
て、教育実習生の不安感も変わってくることを考える
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